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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 6日 (2007.3.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ ０ は 先 行 技 術 １ の Ｆ ｉ ｇ ． １ ６ に 示 さ れ た Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 、 図 １ １ は そ の Ｆ
ｉ ｇ ． １ ５ に 示 さ れ た 電 圧 制 御 発 振 器 回 路 の 内 部 容 量 部 （ キ ャ パ シ タ ） の 構 成 を 示 す 。 こ
の 先 行 技 術 １ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 は 、 初 期 動 作 時 に

、 状 態 モ ニ タ 回 路 (State Machine)、 カ ウ ン タ ・ デ コ ー ダ (Counter & Decorder
)を 含 む デ ィ ジ タ ル 制 御 回 路 に よ る デ ィ ジ タ ル 制 御 信 号 (Digital Control)の 各 ビ ッ ト Ｂ ｉ
ｔ ０ 、 Ｂ ｉ ｔ １ 、 Ｂ ｉ ｔ ２ 、 ・ ・ ・ に て 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ の 周 波 数 補 正 の 粗 調 整 を 行
な い 、 そ の 後 に 、 位 相 周 波 数 検 出 器 Ｐ Ｆ Ｄ 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ Ｃ Ｐ 、 ル ー プ フ ィ ル タ (Loop 
Filter)を 含 む ア ナ ロ グ 制 御 回 路 に よ る ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Vcntrl)に て 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ
Ｃ Ｏ の 周 波 数 補 正 の 微 調 整 を 行 な う 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
ア ナ ロ グ 制 御 回 路 Ａ Ｃ Ｃ の ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Ｖ cntrl)に 基 づ く ト ー タ ル 容 量 (Ｃ total)は
バ ラ ク タ Ｖ Ａ の 最 大 容 量 Ｃ effectに お い て 最 大 の 調 整 単 位 と な り 、 デ ィ ジ タ ル 制 御 容 量 部
Ｃ Ｄ に お け る よ り も 大 き く 設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 次 の （ 式 ２ ） を 満 足 す る
よ う に 、 ト ー タ ル 容 量 値 (Ｃ total)が 設 定 さ れ る 。
Ｃ total ＞  １ Ｃ  （ 式 ２ ）
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
ア ナ ロ グ 制 御 回 路 Ａ Ｃ Ｃ は 、 位 相 周 波 数 検 出 器 Ｐ Ｆ Ｄ と 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ Ｃ Ｐ と 、 ル ー プ
フ ィ ル タ (Loop Filter)と を 含 む 。 位 相 周 波 数 検 出 器 Ｐ Ｆ Ｄ に は 、

と 、 フ ィ ー ド バ ッ ク ク ロ ッ ク Ｆ Ｂ Ｃ Ｌ Ｋ が 供 給 さ れ 、 位 相 周 波 数 検 出 器 Ｐ Ｆ Ｄ は 、 こ
れ ら の 基 準 ク ロ ッ ク Ｒ Ｅ Ｆ Ｃ Ｌ Ｋ と フ ィ ー ド バ ッ ク ク ロ ッ ク Ｆ Ｂ Ｃ Ｌ Ｋ と の 位 相 差 に 応 じ
た 検 出 出 力 を 発 生 し 、 そ れ を チ ャ ー ジ ポ ン プ Ｃ Ｐ に 供 給 す る 。 こ の チ ャ ー ジ ポ ン プ Ｃ Ｐ は
、 ル ー プ フ ィ ル タ (Loop Filter)を 介 し て 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ に ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Ｖ cn
trl)を 供 給 す る 。 フ ィ ー ド バ ッ ク ク ロ ッ ク Ｆ Ｂ Ｃ Ｌ Ｋ は 、 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ の 発 振 出
力 を 、 １ ／ Ｎ 分 周 器 に よ り 分 周 す る こ と に よ っ て 作 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 の 形 態 １ で は 、 ア ナ ロ グ 制 御 回 路 Ａ Ｃ Ｃ の ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Ｖ cntrl)に 基 づ く ト ー
タ ル 容 量 (Ｃ total)の 最 大 の 調 整 単 位 は 、 （ 式 ２ ） の よ う に 、 デ ィ ジ タ ル 制 御 容 量 部 Ｃ Ｄ
に お け る よ り も 大 き く 設 定 さ れ て お り 、 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ の オ フ セ ッ ト
周 波 数 の 調 整 は 、 最 初 に ア ナ ロ グ 制 御 回 路 Ａ Ｃ Ｃ に よ り 行 な わ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ー ト （ ｂ ） ： に 示 す よ う に 、 デ ィ ジ タ ル コ ー ド (H-limit)が ハ イ (High
)、 デ ィ ジ タ ル コ ー ド (L-limit)が ロ ウ (Low)。 こ の 状 態 は 、 ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Vcntrl)が
上 限 値 、 す な わ ち ハ イ (High)側 閾 値 Ｖ Ｈ １ を 超 え 、 ま た 下 限 値 、 す な わ ち ロ ウ 側 閾 値 Ｖ Ｌ
１ を 超 え た 状 態 を 意 味 し 、 こ の 状 態 は 次 の （ 式 ３ ） で 表 わ さ れ る 。
Vcntrl ＞  Ｖ Ｈ １  、  Vcntrl ＞  Ｖ Ｌ １  （ 式 ３ ）
こ の 状 態 は 、 オ フ セ ッ ト 周 波 数 の 上 昇 が 必 要 な 状 態 を 意 味 す る 。 こ の 状 態 で は 、 状 態 モ ニ
タ 回 路 (State Machine)は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で ア ッ プ 信 号 (Up signal)を ハ イ (High)と し 、 こ
の ア ッ プ 信 号 (Up signal)に よ り 、 カ ウ ン タ ・ デ コ ー ダ (Counter & Decoder)の デ ィ ジ タ ル
制 御 信 号 (Digital Control)が 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ の オ フ セ ッ ト 周 波 数 を 上 昇 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
ス テ ー ト （ ｄ ） ： に 示 す よ う に 、 デ ィ ジ タ ル コ ー ド (H-limit)が ロ ウ (Low)
、 デ ィ ジ タ ル コ ー ド (L-limit)も ロ ウ (Low)。 こ の 状 態 は 、 ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 (Vcntrl)が 上
限 値 と 下 限 値 の 間 に 納 ま っ て い る 状 態 を 意 味 し 、 次 の （ 式 ５ ） で 表 わ さ れ る 。
Ｖ Ｈ １  ≧  Vcntrl ＞  Ｖ Ｌ １  （ 式 ５ ）
こ の 状 態 は 、 オ フ セ ッ ト 調 整 完 了 を 意 味 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ー ト （ ａ ） で は 、 カ ウ ン タ ス タ ー ト ア ッ プ 信 号 (Counter start-up)に よ り 、 ま た ス テ
ッ プ （ ｂ ） （ ｃ ） で は 、 ア ッ プ 信 号 (Up signal)、 ダ ウ ン 信 号 (down signal)が ハ イ (High)
と な っ た 後 に 、 を ハ イ に す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ ス テ ッ プ
Ｓ ２ に 返 り 、 改 め て ス テ ッ プ Ｓ ３ に よ る デ ィ ジ タ ル コ ー ド の モ ニ タ を 行 な う 。 こ の 動 作 は
、 デ ィ ジ タ ル コ ー ド が ス テ ー ト （ ｄ ） に な る ま で 繰 り 返 さ れ 、 す べ て ス テ ー ト （ ｄ ） の 状
態 に 制 御 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
ス テ ー ト （ ｂ ） で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に よ り ダ ウ ン 信 号 (down signal)が ハ イ (High)と な っ
た 後 に 、 を ハ イ に す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 返 り 、 改
め て ス テ ッ プ Ｓ ３ に よ る デ ィ ジ タ ル コ ー ド (L-limit)の モ ニ タ を 行 な う 。 こ の 動 作 は 、 デ
ィ ジ タ ル コ ー ド (L-limit)が ス テ ー ト （ ｂ ） に な る ま で 繰 り 返 さ れ 、 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ
Ｏ は ス テ ー ト （ ｂ ） の 状 態 に 制 御 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
実 施 の 形 態 ２ は 、 ハ イ 側 コ ン パ レ ー タ Ｈ Ｃ に ハ イ 側 固 定 閾 値 Ｖ Ｈ ２ を 与 え 、 ロ ウ 側 コ ン パ
レ ー タ Ｌ Ｃ に 、 ロ ウ 側 閾 値 切 替 え 回 路 Ｓ Ｗ Ｌ を 設 け 、 ロ ウ 側 閾 値 Ｖ Ｌ １ 、 Ｖ Ｌ ２ を 選 択 的
に 与 え る も の で あ る が 、 ハ イ 側 コ ン パ レ ー タ Ｈ Ｃ に 対 し 、 ハ イ 側 閾 値 切 替 え 回 路 Ｓ Ｗ Ｈ
設 け 、 ハ イ 側 閾 値 Ｖ Ｈ １ 、 Ｖ Ｈ ２ を 選 択 的 に 与 え る よ う に し 、 ロ ウ 側 コ ン パ レ ー タ Ｌ Ｃ に
対 し 、 ロ ウ 側 閾 値 Ｖ Ｌ ２ を 固 定 的 に 与 え る よ う に し て も 、 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。 こ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の リ セ ッ ト 動 作 で 、 電 圧 制 御 発 振 器 Ｖ Ｃ Ｏ の オ フ セ ッ ト 周 波
数 を 最 小 値 Minに 設 定 し 、 状 態 モ ニ タ 回 路 (State Machine)は 、 ハ イ 側 コ ン パ レ ー タ Ｈ Ｃ か
ら の デ ィ ジ タ ル コ ー ド (H-limt)だ け を モ ニ タ し 、 ダ ウ ン 信 号 (Down signal)に 代 え て 、 ア
ッ プ 信 号 (Up signal)だ け を カ ウ ン タ ・ デ コ ー ダ (Counter & Decorder)に 与 え る よ う に 構
成 さ れ る 。
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